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月日 時間 プログラム
開講式
内閣府からの事業概要説明
オリエンテーション
チームビルディング講座
夕食
団研修
自主研修
団研修
日韓交流入門講義
昼食
渡航に関する説明
団研修
海外旅行保険に関する説明
韓国情勢及び日韓関係に関する講義
（講師：鈴木正人外務省アジア大洋州局北東アジア第一課日韓交流室長）
夕食
団研修
自主研修
団研修
韓国の社会事情に関する講義
昼食
在京大韓民国大使館韓国文化院訪問
ディスカッションの心得講座
夕食
事務連絡
自主研修
団研修
昼食
事後活動に関する説明
閉講式

8月14日
（水）

8月15日
（木）

8月16日
（金）

8月17日
（土）

1

2

3

4

13:15-13:45
13:45-14:15
14:15-14:45
15:00-16:30
17:30-18:30
18:45-20:00
20:00-22:00
09:15-10:15
10:30-12:00
12:00-13:00
13:15-13:45
13:45-15:45
15:45-16:15
16:30-17:30

17:30-18:30
18:45-20:00
20:00-22:00
09:15-10:15
10:30-12:00
12:00-13:00
14:00-15:15
16:00-17:30
17:30-18:30
18:45-19:15
19:15-22:00
09:00-12:00
12:00-13:00
13:00-13:40
13:45-14:15

日 本 参 加 青 年 の 事 前 研 修
2024年度　日本青年韓国派遣

　選考試験に合格した20名の参加青年に対し、８月14日
から17日までの４日間、東京都渋谷区の国立オリンピック
記念青少年総合センターにおいて、合宿形式で事前研修
を実施した。
　この研修は、本事業の効果的な実施を図るべく、参加青
年が事業の趣旨及び目的を十分に理解し、日本青年代表
としての心構えを養うとともに、韓国の諸事情等について
の認識と理解を深めることを目的とするものである。
　参加青年は、各種講義の受講のほか、派遣団全員による
団研修にて、チームビルディングやディスカッションテーマ
の決定、日本文化紹介準備等、韓国派遣に向けての準備
を行った。

韓国人留学生とのディスカッション
（ディスカッションの心得講座）
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カンヌン(강릉)
11月26日～27日

ヨンチョン(연천)
11月28日

シフン（시흥)
11月23日

ソウル(서울)
11月22日～26日
11月28日～30日

KTX

移動方法 バス

ピョンチャン(평창)
11月26日

行 動 地 図
2024年度　日本青年韓国派遣
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滞在都市月日 時間 行動日程
東京（羽田）発(KE2102)
ソウル（金浦）着
移動（空港→韓国青少年活動振興院）
オリエンテーション
　・日本青年韓国派遣団歓迎会
　・日程、ルールについての説明
夕食
朝食
移動（ソウル→シフン）
シフン市連携ホームビジット
　・シフン市歓迎会
　・レクリエーション
　・ボート体験
　・ホームビジット
移動（シフン→ソウル）
夕食
朝食
国際交流事業参加者との室内交流会
　・自己紹介
　・日韓青年による文化発表
　・昼食
ソウルグループツアー
朝食
移動（ホテル→女性家族部）
女性家族部表敬訪問
　・チェ・ムンソン女性家族部青少年政策官表敬訪問
　・女性家族部による政策紹介及び質疑応答
女性家族部主催歓迎昼食会
国立民俗博物館訪問
　・日本語解説者による解説
在大韓民国日本国大使館公報文化院表敬訪問
　・概要説明
　・質疑応答
夕食
朝食
移動（ホテル→大学）
韓国外国語大学校日本学大学訪問
　・大学紹介
　・講義「韓国語と日本語の挨拶行動」
移動（ソウル→ピョンチャン）及び昼食
国立ピョンチャンユースセンター（青少年修練院）表敬訪問
　・施設紹介
　・地元青年との室内アスレチック体験
移動（ピョンチャン→カンヌン）
アルテミュージアム訪問
夕食

11月22日
(金)

11月23日
(土)

11月24日
(日)

11月25日
(月)

11月26日
(火)

1

2

3

4

5

12:25
15:00
16:15-17:20
17:20-18:20

18:30-19:40
07:00-08:30
08:30-10:00
10:00-17:00

17:15-18:30
19:00-20:00
07:00-10:00
10:30-13:00

13:00-18:50
07:00-10:00

10:40-11:40

12:00-13:00
13:45-15:00

15:30-16:30

17:00-18:30
07:00-09:30
09:30-10:00
10:00-11:00

11:00-14:30
14:30-16:20

16:20-17:30
17:30-18:30
19:00-20:00

行 動 記 録
2024年度　日本青年韓国派遣

東京
ソウル

シフン

ソウル

ピョンチャン

カンヌン
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滞在都市月日 時間 行動日程
朝食及びチェックアウト
カンウォンユースサービスセンター（青少年活動振興センター）
連携交流会
　・現地高校生との文化紹介発表会
　・昼食
　・鳥竹軒見学
　・カンヌン貨幣展示館見学
　・海岸散策
移動（カンヌン→ソウル）
夕食
朝食
移動（ソウル→ヨンチョン）
韓半島統一未来センター訪問
　・韓半島統一未来センター概要説明
　・統一未来体験館見学
移動（ヨンチョン→ソウル）
昼食
ソウル植物園訪問
〈日韓青少年交流会〉
オリエンテーション及び開会式
夕食及びチェックイン
レクリエーション
自由交流
朝食
討論会　オリエンテーション
討論会　第一部
【ディスカッションテーマ】
　テーマ１：教育
　テーマ２：社会福祉
　テーマ３：労働
　テーマ４：少子高齢化
　テーマ５：AI
昼食
討論会　第二部
討論会　成果発表
文化交流の夕べ　練習及び準備
夕食
文化交流の夕べ
朝食
評価会
共同体活動
　・韓国青年とのメッセージ交換
　・日韓青少年交流会の振返り
閉会式
　・日韓青年代表挨拶
　・記念写真撮影
移動（ホテル→食堂）
昼食
移動（食堂→空港）
ソウル（金浦）発（KE2103)
東京（羽田）着

11月27日
(水)

11月28日
(木)

11月29日
(金)

11月30日
(土)

6

7

8

9

07:00-09:45
10:00-15:30

16:40-18:39
19:00-20:00
07:00-08:45
08:45-10:30
10:30-12:00

12:00-13:30
13:30-14:45
14:45-15:45
16:45-17:30

17:30-19:00
19:00-20:30
20:30-21:00
08:00-09:00
09:30-10:00
10:00-12:00

12:00-13:00
13:00-14:30
14:30-15:30
15:30-17:30
17:30-19:00
19:00-20:30
07:30-09:00
09:00-09:30
09:30-11:00

11:00-11:40

12:00-12:30
12:30-13:30
13:30-13:45
16:20
18:35

カンヌン

ソウル

ヨンチョン

ソウル

東京
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訪問施設

プログラム

プログラム

韓国青少年活動振興院

11月22日

11月23日

11月24日

シフン市連携ホームビジット

ソウルグループツアー

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

訪問先都市
主たる面会者

プログラム概要

訪問先都市

プログラム概要

ソウル

シフン

ソウル

キム・ギョンファン（KIM Kyoung Hwan）政策企画理事
クォン・ヒョクド（KWON Hyuk Do）活動事業本部 本部長
キム・ジンゴル（KIM Jingeol）交流協力部 次長
キム・ボリム（KIM Borim）交流協力部 課長

シン・ギョンヒ（신경희）シフン市生涯教育院青年青少年課 課長

韓国青少年活動振興院（KYWA）は、青少年の生活の質を向上させるために支援を行っている公
共機関である。団員の派遣国活動を有意義なものにするために、日程を調整していただいた。訪
問を通じ、国や地方自治体と連携したプログラムや、国際交流、ボランティア活動を行ってお
り、困難に直面している青少年にとって必要な機関であることを知った。

ボート体験や日本と韓国にまつわるレクリエーション等を通し、ホームビジットするホストファミリーと
の仲を深めた後、ホストファミリー毎に分かれて活動を行った。大学生と共にカフェや韓国式プリント
シール機である「人生４カット」を撮りに行ったり教会に行ったりするファミリーもあれば、実際に家庭
を訪問して交流するファミリーもあり、韓国人の日常生活に触れる機会になった。

五つのグループに分かれ、KYWA主管国際交流事業既参加青年が企画したソウルグループツアー
を楽しんだ。韓屋（韓国の伝統的な建築物）を見学する、カフェで互いにメッセージカードを書
く、南山公園を散策するなど、グループごとに多様なソウルの魅力を知る機会となった。ツアー
の中でソウルを知るだけでなく、互いの普段の過ごし方や勉強していることなどについて自由に
話し、仲を深めるきっかけになった。

訪 問 先 等 一 覧
2024年度　日本青年韓国派遣
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訪問施設

訪問施設

訪問施設

女性家族部

在大韓民国日本国大使館公報文化院

国立民俗博物館

11月25日

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

訪問先都市

施設概要

ソウル

ソウル

ソウル

チェ・ムンソン（CHOI Moonsun）青少年政策官
イ・ヨンミン（LEE Yeongmin）青少年活動振興課 事務官

山本剛一等書記官
御澤真一郎一等書記官
アン・デヒョン（AN Daehyun）調査員

女性家族部は、主に女性・家族・青少年が幸せな社会を築くための支援を行う行政機関である。
今回の表敬訪問では組織や政策に関する説明があり、質疑応答及び記念撮影を行った。女性の社
会参画や青少年活動に関する政策など、団員が関心のある話を聞くことができ、日本の政策との
違いや韓国の取組の優れている点などについて、理解をさらに深めたいと感じた。表敬訪問の後
には女性家族部主催の歓迎昼食会が開かれ、韓国の伝統的な料理を頂いた。

公報文化院では日本と韓国の相互理解を深めることを目的とした多種多様なプログラムを実施し
ている。日韓関係をより良くするためには若者の人的交流が大切であるという考えの下、実際
に人と会うことで関係を深めることに注力しているという。日韓国交正常化60周年である来年
は、両国にとって節目の年である。政権の状況によって両国の関係が左右されることもあるが、
より良い関係を築いていくための取組がどのようなものか、知ることができた。

国立民俗博物館では、朝鮮半島の歴史や近現代の生活様式などを学んだ。日本語ガイドによる詳
しい説明があり、より正確に理解することができたように思う。通年行事に関する展示は特に印
象的であり、韓国には旧暦に基づいた行事が多いことを学んだ。実際に展示されているものに触
れることで、本を読んだり、話を聞いたりするだけでは理解できないような日本との相違点に気
付くことができた。
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プログラム

訪問施設

訪問施設

訪問施設

カンウォンユースサービスセンター（青少年活動振興センター）連携交流会

国立ピョンチャンユースセンター（青少年修練院）

韓国外国語大学校日本学大学

アルテミュージアム

11月27日

11月26日

訪問先都市

主たる面会者

プログラム概要

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

訪問先都市

施設概要

カンヌン

ピョンチャン

ソウル

カンヌン

キム・ジヨン（김지영）カンウォンユースサービスセンター（青少年活動振興センター） 分所長

イ・イルヒョン（LEE  Ill Hyun）院長
ハン・シンヒ（Han Shin Hee）活動事業部 部長

キム・ドンギュ（KIM Dongkyu）日本学大学長

日本語を学ぶ高校生から日本語で地域について紹介を受けた後、互いに文化紹介の発表をした。
その後、一緒に昼食を取ってから鳥竹軒やカンヌン貨幣展示館を見学した。高校生たちによる日
本語での案内のお陰で、カンヌンの歴史や韓国の貨幣の変遷について理解を深めることができ
た。その後、共に海を散策し、カンヌンで有名なスンドゥブジェラートを食べた。韓国の高校生
が日本語を積極的に学び、使おうとしてくれていることに感銘を受けるとともに、このような交
流を続けていくことが日韓の相互理解につながるのではないかと考えた。

国立ピョンチャンユースセンターでは、施設の概要説明を受けた後に現地の高校生と共に施設内
のアスレチックを体験した。アスレチックを一緒に体験することで、高校生とは会話が弾んだよ
うに思う。別れの際にはプレゼント交換をし、偶然にも初雪を一緒に見ることができた。短い時
間ではあったが、良い思い出を作ることができた。

韓国外国語大学校において1961年４月に設立された日本語学科は、日本語に限らず日本の文化
全般を学ぶことができる学科である。2007年10月には日本関連の学科を持つ全国の大学のうち
評価が１位になり、2009年に日本語大学（日本でいう学部）に昇格、2020年に現在の名称に変
更された。今回の訪問では、日本と韓国の挨拶行動について講義を受けた。日本の挨拶は相互交
換である一方、韓国は上下関係を確認するための行動であるということを知り、文化や言語に
よって異なるコミュニケーション・スタイルについて理解を深めることができた。

アルテミュージアムは、迫力のあるサウンド、高級感のある香りと共に、視覚的にインパクトの
あるメディアアートを体験できる展示施設である。自由に館内を見学し、巨大スクリーンに映し
出される鮮やかな色彩の映像や、リアルな水の動きなど自然を題材とした映像を楽しんだ。自分
で色を塗った絵がスクリーンに映し出されるなどの体験型展示もあり、個人の感性が光る時間に
なった。
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訪問施設

プログラム

訪問施設

ソウル植物園

日韓青少年交流会

韓半島統一未来センター

11月28日

11月29日〜30日

訪問先都市

施設概要

プログラム

プログラム概要

訪問先都市

主たる面会者

施設概要

ソウル

ソウル

ヨンチョン

マ・ギョンジョ（MA Kyoung Jo）センター長

ソウル植物園は、植物園と公園を融合させた韓国で最初の大規模施設である。外は雪が降り積
もっていたにもかかわらず、施設内は緑が生い茂っており、まるで夏のようであった。温室の中
をゆっくりと見て回り、植物と触れ合うことで心の安らぐ時間を持つことができた。

2024年度韓国青年代表団と２泊３日の交流会を行った。１日目は、マニト（秘密の友達）を探
すミッションや韓国の伝統的な遊びであるユンノリ、大縄跳びなどをグループ対抗で行い、日韓
の青年同士で仲を深めた。２日目には、五つのグループに分かれてディスカッションを行い、社
会問題について活発な議論をするとともに、両国の未来について考えを深めた。派遣国活動の最
後のプログラムであったが、決められたプログラム以外の時間にも交流を深めることができ、こ
れからも続く友情を築くことができた。

韓半島統一未来センターは、軍事境界線からわずか15キロメートルの場所に位置し、朝鮮半島
にとどまらない世界の平和を象徴する施設として、平等で共に成長していく朝鮮半島を実現する
ための役割を果たしている。マ・ギョンジョセンター長から説明を受け、南北統一は韓国と北朝
鮮だけの問題ではなく、周辺諸国を始め、国際社会全体で取り組まなければならない問題である
ということを再認識することができた。
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●はじめに
　日本・韓国青年親善交流事業は、1985年の日韓国交
正常化20周年を契機に、1987年から日本・韓国の両国
政府が共同して実施している。国交正常化60周年を来
年に控えた2024年、私は、日本青年韓国派遣団の団長
として、この事業に参加する僥倖に恵まれた。

　私たち2024年日本青年韓国派遣団は、11月22日から
11月30日までの日程で韓国を訪問した。
　日本参加青年は、書類選考、ウェブテスト、オンライ
ン面接を経て選考された青年20名、副団長の二人は内
閣府国際交流事業の既参加青年で、青少年育成の豊富な
経験者、そして渉外の二人は言うまでもなく韓国語の達
人であり、これ以上ない顔ぶれに、私は頼もしく感じる
と同時に、翻って、自身の拙さと団長としての責任の重
さを痛感する体験となった。
　今回の経験を、事前研修から出発前研修、そして派
遣国活動、帰国後研修まで全て消化するのは、この先
何年も掛かるであろう。この小文は、韓国派遣からの帰
国に際して団長を務めた今の思いを記そうと試みたも
のである。（副題の「未来へ出発！같이 가자（カッチ
カジャ）！」は、今年の韓国派遣団の団目標（スローガ
ン）である。派遣が終わった今、2024韓国派遣団の一
員としてこのスローガンを掲げた。）

●事前研修から出発前研修まで
　真夏の暑い日差しが降り注ぐ８月14日、日本参加青
年と団長・副団長・渉外の計25名は、８月17日までの
３泊４日の事前研修に参加するため、国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター（以下「国立青少年セン
ター」）に参集し、2024年日本青年韓国派遣団が結成
された。
　事前研修では、アイスブレイクに始まる「チームビル
ディング講座」、韓国、そして日韓関係の近現代史を学
ぶ「日韓交流入門講義」と「韓国の社会事情に関する講
義」、現役外交官による外交の現場から見た「韓国情
勢及び日韓関係に関する講義」、現地討論会に備えた
「ディスカッションの心得講座」などの講義や、日本代
表としての心構えを醸成し、韓国における表敬訪問の事
前体験となる「駐日本国大韓民国大使館韓国文化院訪
問」、さらに、韓国派遣団の全体目標、ディスカッショ

ンテーマや進行方法、日本文化紹介の検討、全員の役割
分担や係を決定する「団研修」及び「自主研修」など多
岐にわたったが、参加青年たちは効果的かつ効率的に研
修プログラムを消化した。
　私が瞠目したのは、参加青年たちがSNSやオンライン
ストレージ等々を駆使して、研修や討議を進めながらほ
ぼ同時的に様々な情報を集約し、共有していくスキルの
高さである。1980年代に初めて、勤務先の（各課でな
く）フロアに１台のワードプロセッサ機が導入された世
代の私にとっては、まさに隔世の感があり、アプリのイ
ンストールからデータ入力まで、いちいち青年たちに教
えを乞うことになった。
　今回、内閣府が実施する国際社会青年育成事業と日
本・中国青年親善交流事業は７月に合同で事前研修を終
えており、これら２事業の参加青年たちとの連携がかな
わなかったのは残念だったが、その代わりに韓国派遣団
の一体感の醸成と課題の習得が進んだのではないかと思
う。

　国立青少年センターでの事前研修から11月の出発前
研修までは３か月の時間があったが、この間、２回のオ
ンライン研修で団研修や本事業の既参加青年との意見交
換会が行われたほか、参加青年たちは各係、各担当ある
いは各地域で自主研修を行い、積極的に派遣準備を進め
た。

　参加青年たちが行った自主研修には、韓国青年日本招
へいで11月上旬に訪日する予定の韓国青年代表団との
オンラインミーティングや、東京プログラム「日韓青年
親善交流のつどい」への参加、地方プログラムへの参加
や協力なども含まれる。これらの自主研修は、日本青年
韓国派遣だけでなく、韓国青年日本招へいを含めた事業
全体の交流効果を高めることに有効に作用したのではな
いかと思う。

　それぞれ自主研修を終えた韓国派遣団は、11月20
日、再び国立青少年センターに集合し、出発前研修に参
加した。そして、11月21日の由布和嘉子内閣府青年国
際交流担当室長主催による壮行会で、韓国派遣に向けた
決意表明を行い、翌11月22日に羽田空港からソウルに
向けて出発した。

帰国報告にかえて　～未来へ出発！같이 가자（カッチカジャ）！～
秋田　隆

団 長 報 告
2024年度　日本青年韓国派遣
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●派遣国活動（出発から帰国まで）
　11月22日、ソウルに到着した日本青年韓国派遣団
は、韓国青少年活動振興院（以下「KYWA」）を訪問
し、派遣国活動のオリエンテーションを受けた。KYWA
は、韓国女性家族部と連携して青少年育成や国家間青少
年交流を実施する団体である。この日は、今年の韓国青
年代表団団長を務めたキム・ギョンファン理事、同じく
副団長を務めたキム・ボリム課長をはじめ、KYWA幹部
の皆さんが我々韓国派遣団を温かく迎えてくれた。私に
とっては旧知の友人との再会となり、訪韓初日の緊張も
一気に解けて、翌日からの派遣国活動に対する期待と興
奮が高まったのであった。

　〈ホームビジットとグループツアー〉
　訪韓２日目の11月23日は、シフン市でホームビジッ
トが行われた。ソウルの南西、キョンギ道西部にあるシ
フン市は、西海岸の自然に恵まれた環境を残しつつ、ソ
ウルのベッドタウンとして発展している人口50万超の
大都市である。参加青年はホストファミリーと一緒に、
日本と韓国にまつわるクイズなどのレクリエーションや
ボート体験を通じて交流を深めた後、ホームビジットに
向かった。そして夕方には、すっかりホストファミリー
の一員となって帰ってきた。宿泊のないホームビジット
だったが、参加青年にとっては、韓国の一般家庭の休日
の過ごし方、家庭生活の一端に触れる得難い体験となっ
た。ホストファミリーとの別れを惜しむ参加青年たちを
見て、やはり、一般家庭を訪問しての交流は、国際交流
の大きな柱であると痛感した。その貴重な機会を与えて
くださったシフン市とホストファミリーの皆さんに深く
感謝したい。
　翌11月24日は、ソウルグループツアーが行われた。
日本参加青年は五つのグループに分かれ、韓国青年の
案内で景福宮や韓屋、あるいは大学路や安国、南山公園
などソウルの名所旧跡等を堪能した。案内役の韓国青年
は、本事業をはじめ韓国政府が実施する国家間青少年交
流の参加者たちであり、両国の青年たちは、あっという
間に打ち解けて、楽しく一日を過ごしたようであった。
日本参加青年にとって、ホームビジットは、父母、兄
姉、妹弟の世代との、グループツアーは同世代の若者た
ちとの交流となり、韓国の様々な世代との交流の機会と
なった。

　〈女性家族部への表敬訪問〉
　11月25日には、韓国女性家族部への表敬訪問が行わ
れ、チェ・ムンソン青少年政策官が私たち韓国派遣団を
迎えてくれた。青少年政策官の冒頭の挨拶で、本事業が
1987年に開始したこと、日韓両国の既参加青年が累計
2,000名を超えることに言及されたことは、韓国政府が
本事業を重要であると認識しているというメッセージと
して受け取った。私からも、来年2025年は日韓国交正

常化60周年という重要な節目であること、今年の参加
青年はもちろん、日韓の既参加青年の絆は、10年後、
20年後、さらに未来に続くものであると伝えることが
できた。
　表敬に続いて、青少年活動振興課のイ・ヨンミン課長
による女性家族部の組織や政策の説明と質疑応答があ
り、その後は、青少年政策官主催の歓迎昼食会で韓国伝
統料理をいただきながら、くつろいだ雰囲気の中で、参
加青年の韓国訪問経験や印象などについて歓談した。
　ほとんどの参加青年にとって、他国の、しかも政府機
関の幹部への表敬や会議は初めての経験だったが、皆き
ちんと、そして堂々とふるまい、質疑応答の場面では支
援が必要な若者への政策などについて積極的に質問し、
歓迎昼食会でも韓国側の質問に日本語で、あるいは韓国
語を交えて答える姿はとても好ましく、かつ、誇らしく
感じられた。

　〈施設訪問等〉
　派遣国活動中は、ソウルとシフンのほか、ピョンチャ
ン、カンヌン、ヨンチョンを訪れ、様々な施設を訪問し
た。
　ソウルでは、国立民俗博物館で、祭事など日常生活に
根差した韓国伝承文化を学び、韓国外国語大学校日本学
大学では、挨拶行動にみる日韓の文化的差異に関する講
義を、在大韓民国日本国大使館公報文化院では、山本剛
一等書記官から日韓関係に関する講義を受けた。また、
公報文化院では、本事業の既参加青年である御澤真一郎
一等書記官ともお会いし、事業の成果がいきている具体
的な姿を実感することができた。
　カンヌンのカンウォン道青少年活動振興センターで
は、地元の高校生たちと文化交流を行い、その後、日本
語を勉強する高校生と一緒に、名物スンドゥブの昼食を
とった。
　ヨンチョンでは、軍事境界線から15キロメートルに
位置する韓半島統一未来センターで、若い世代に南北統
一問題を伝える取組を拝見、体験し、分断国家韓国の姿
を再認識した。
　そのほか、ソウル植物園やアルテミュージアムなどを
訪問したが、国立ピョンチャンユースセンター（青少年
修練院）を訪問中に降りはじめた初雪が、とても印象に
残っている。

　〈日韓青少年交流会〉
　11月28日から11月30日は、派遣国活動中最大のイベ
ントである「日韓青少年交流会」が開催された。これ
は、日本で開催している「日韓青年親善交流のつどい」
韓国版とも言えるもので、日本参加青年と今年の韓国青
年代表団が、２泊３日の合宿形式で交流を行った。
　まず、討論会では、教育、社会福祉、労働、少子高齢
化、AIの五つのテーマに分かれて、通訳を介して日本語
と韓国語によるディスカッションを積極的に進め、若者
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にできる具体的な取組という成果にまとめて発表した。
また、文化交流の夕べでは、それぞれ準備を重ねてきた
自国文化の紹介を繰り広げ、最後は両国青年が入り混
じっての熱い交流となった。
　そして11月30日、韓国派遣団は日韓青少年交流会の
閉会と同時に金浦空港に向かい、派遣国活動を終えた。

●派遣の終わり
　12月１日の帰国後研修は、団研修のほとんどを全体
ミーティングに割くことになった。事業が終わって参加
青年が分かれていく前に、韓国派遣団が解散する前に、
もう一度事前研修での思いを共有して派遣団が一体にな
れるようにという、副団長二人の思いからだった。韓国
派遣団は、年齢も、出身地も、職業や専攻も、得意な分
野も異なる25名からなっている。派遣国活動の成果や
受け止めに、それぞれ温度差があるのは当然である。し
かし、その温度差を温度差としながら、もう一度全員で
共有することで、人生の中のわずか９日間が珠玉の時間
になるということを、副団長より先に、団長である私が
気付かなければならないことだった。
　今回の派遣国活動を、日本・韓国青年親善交流事業
を、完全に消化して自身のものとした人も、消化不良
で思い残したことがあると感じる人もいるだろう。しか
し、思い残したことがある人は、思い残したことを発見
できた人だ。その発見を、これから先、何年でも掛けて
埋めていけば良いのである。それが、事後活動であり、
この事業の成果なのだと思う。
　全員が世界で、グローバルな活動をする必要はない。
「Think Global, Act Local!」私の知っている青年国際交
流事業の大先輩であり大恩人が語っていた事後活動の
理念である。それなら、頭の白くなった私でも、どんな
に小さなことでも、できることがあるかもしれない。そ
して、私たちの2024韓国派遣団が、普段は遠く離れて
いても、何かあれば声を掛け、何年経っても集まる「家
族」のような存在であってほしいと切実に思う。
　私が、拙いながらも2024韓国派遣団の団長を務める
ことができたのは、事業を継続してきた日韓両国政府
の、プログラムを支えてくれた一般財団法人青少年国
際交流推進センターやKYWAを始め日韓両国の関係者の
皆さんの、折々で団長・副団長・参加青年間の調整役を
してくれた二人の渉外の、参加青年の気持ちを誰よりも
知っていながら団長補佐に徹してくれた副団長二人の、
そして何より、素晴らしい2024韓国派遣団日本参加青
年のお陰である。この場をお借りして、全ての皆さんに
感謝を述べたい。

●もう一つの結び　～未来へ出発～
　私たち日本青年韓国派遣団が帰国後研修を終えて日
常に戻った翌日の12月３日深夜、韓国で非常戒厳が宣
布され、４日の早朝に解除されたというニュースが日本
を、世界を、少なくとも私たち2024韓国派遣団を驚か

せた。様々な報道が、このことが今後の日韓関係に少な
からず影響を与えるのではないか？という論調で報じら
れたし、今も報じられている。
  しかし、私は心配していない。私は、私たち2024韓国
派遣団は知っている。私たちにとって韓国は、よく知ら
ない隣の国ではなく、政治的、社会的な立場は人それぞ
れであれ、そこには、シフンのホームビジットで一緒に
キンパをつくったキムさん家族が、カンヌンでスンドゥ
ブを食べながら日本語で話しかけてくれた高校生のパク
さんが、ソウルでディスカッションをした大学生のイさ
んやチェさんが、そのほかたくさんのたくさんの、一人
ひとり名前を持ち、顔を知っている韓国の友人たちが暮
らしている国だということを。
　韓国派遣団の25人は微々たる人数かもしれない。国
と国の関係は時代によって変わるものかもしれない。
しかし、国と国の関係がどうあれ、人と人の関係はずっ
と続いていく。そして、国と国の関係とは、結局のとこ
ろ、人と人の関係が作っていくものに違いない。

　何より、未来はいつだって若者たちのものだ。さあ、
2024韓国派遣団のみんな一緒に。

　「未来へ出発！같이 가자（カッチカジャ）！」

薔薇は香り、海は青く輝く（カンヌン）
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はじめに
　私は2023年度に行われた日韓青年親善交流のつどい
に参加したことをきっかけに、本事業の存在を知った。
このつどいでは３日間という短い時間であったが、たく
さんの出会いや出来事があり、忘れられない時間となっ
た。そして、その３日間が自分の糧となった。また、幼
い頃から何度も旅行で訪れていた韓国という国に興味を
持っていたが、その背景や文化について十分に知ってい
るとは言えなかった。本事業に参加できれば、長い期間
にわたって韓国を訪問し、普通の旅行では経験できない
ような経験を通じて異文化理解が進められると考え、応
募することを決めた。韓国という国をもっと知りたいと
いう強い好奇心が今回、私の原動力となった。
　本事業では両国の文化交流やディスカッション、訪問
先での講義などを通じて直接現地の人たちとコミュニ
ケーションを取り、韓国への理解を深めること、また、
ソウル以外の都市を訪問し、地元の人や文化に触れるこ
とができる点も大きな魅力であると感じ、期待を胸に派
遣国活動に出発した。

愛おしく温かい記憶
　私が派遣国活動で最も楽しみにしていたのは２泊３日
の日韓青少年交流会である。１日目のレクリエーション
では両国の青年がグループになり、韓国の伝統的な遊び
を通して交流を図った。特に印象に残っているのは「윷
놀이（ユンノリ）」という、日本のすごろくに似たゲー
ムを行ったときのことである。棒を投げて出た目によっ
て駒を進める伝統的な遊びで、投げるたびに歓声や笑い
声が上がったが、私はゲームのルールや勝利条件を理解
できずにいた。そのことに気が付いたある韓国青年が少
しぎこちない日本語で説明してくれた。私たちの母国語
である日本語で伝えようとしてくれたことが、とても嬉
しく、印象に残っている。
　２日目には社会問題についてのディスカッションや文
化交流の夕べが行われた。ディスカッションでは、言葉
の壁がある中で社会問題について深く議論するのには限
界があるのではないかと心配していた。自分自身がディ
スカッション係を担っていることもあり、準備期間から
このディスカッションに最も力を注いでいた。結論から
言うと、その心配は無駄ではなかった。限られた時間の
中で有意義な議論をできたのも、あらかじめ調べた情報
や準備しておいた資料のお陰である。入念な準備の大切

さを改めて実感した。自分の考えを伝えるだけでなく、
相手に対する理解も必要であった。事前学習をして分
かったつもりになっていたが、実際に話してみると、韓
国青年たちの声はインターネットの情報とは掛け離れた
ものであり、驚きの連続であった。例えば、地方に住む
学生がソウルにある予備校に通う、学歴によっていじめ
が起きるなどであり、日本では触れることのできない現
実である。互いの目を見て意見を交わし、テーマについ
ての問題点や解決策、さらにはこれからの自分たちの行
動について考えることは貴重な体験となった。
　その後行われた文化交流の夕べでは、両国の青年がそ
れぞれ考えた文化発表を披露し、大いに盛り上がった。
韓国青年はテコンドーやK-POPダンス、私たち日本青年
は日本各地の名産品や伝統文化を紹介するプレゼンテー
ションと韓国で流行している「青い珊瑚礁」の合唱を披
露した。韓国青年も共に歌ってくれて一体感が生まれた
ように感じた。言葉や文化の違いを越えて音楽を通じて
一つになれることを実感した忘れられない夜となった。
　３日目は手紙交換や交流会の振返り、閉会式が行わ
れた。受け取った手紙は全て日本語で書かれたものだっ
た。日本語を話せる人ばかりではなかったが、文字や表
現に間違いがあってもそれでも精一杯日本語で書いてく
れたことが嬉しく、込められた思いが伝わってきた。拙
い言葉であっても、相手に思いを伝えようとする姿勢を
見せることこそが大切であることを再確認することがで
きた。たった３日間という短い時間でありながら、別れ
を惜しむほど親しくなれたのは不思議にも感じたが、空
港へ向かうバスの中から私たちは彼らの姿が見えなくな
るまで手を振り続けた。

共にした時間の価値
　韓国で温かく歓迎してくださった皆さんとの出会いだ
けではなく、一緒に派遣国活動をした24名の仲間たち
の存在を忘れてはいけない。長期間の集団生活を乗り
越えることも本事業の課題の一つであると私は考えてい
た。
　私たちは８月に行われた４日間の事前研修で初めて顔
を合わせた。年齢、性別、職業、出身地、何もかもが異
なる25名が一つの部屋に集まり、緊張感のある中で事
業に参加したきっかけやこれからの目標を共有し、団と
して「未来へ出発！같이 가자！（カッチカジャ）」とい
うスローガンを掲げることにした。４日間は派遣に向け

学びのカケラと収穫
加藤　亜弥

参 加 青 年 代 表 報 告
2024年度　日本青年韓国派遣
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た準備であっという間に終わった。事前研修を終えて私
が持ち帰ったのは「不安」であった。これからを共にす
る仲間たちと、心から打ち解けられた感覚がなかったか
らである。打ち解けられたのは派遣国活動中であったと
思っている。シフン市連携ホームビジット、移動中のバ
ス車内、ソウル自由都市ツアーなどを共に過ごす中で、
現地の人と親睦を深めていくのと同時に団員たちのこと
も知ることができた。
　一方で、親しくなったからといって、悩みや不満を率
直に伝えることは決して簡単なことではなかった。だか
らこそ、私は相手の立場に立ったり感情に寄り添った
りして、共感することを心掛けた。そして、団員たちと
接する中で、様々なことを考えさせられた。同じ内容で
も、伝え方や言葉、表情には選択肢がたくさんあり、そ
れらによって相手の受取り方は大きく変わってしまう。
一人ではなく団で行動しているからこそ、全ての言動に
責任を持つ必要があるということ。また、伝えるときに
言語能力は必ずしも重要ではなく、言葉はコミュニケー
ションを取る手段の一つに過ぎないということに気付か
された。
　今回、家を出てから帰るまでに人の思いやりに触れる
機会が数え切れないほどあった。元来頭で理解すること
よりも感性で感じられることを優先する傾向があるが、
些細な行動一つ一つが人に与える影響の大きさを再確
認することができ、人との関わり方を見つめ直す時間と
なった。それだけ多くの人と関わり、支えられたのだと
実感している。

さいごに
　派遣国活動中は自身の知識が浅かったからこそ、毎日
新たな発見や気づきがある刺激的な時間であった。何度
も旅行で訪れた韓国であったが、今まで見過ごしていた
人、文化、食べ物、伝統、地域などの韓国の本質や魅力
に事業参加を通じて気付くことができたと感じている。
　派遣国活動が終了して２週間が経とうとしている今、
これから自分が何をするべきなのか、正直まだよく分
かっていない。何かにつなげるのは決して簡単なことで
はないからこそ、まずは派遣国活動中の体験を通じて得
た知識や気付きなどを整理することから始め、発信でき
るようにしたいと考えている。派遣国活動中に「これが
最終地点ではなく、始まりにしてほしい」という言葉を
何度も耳にした。今後は、本事業に参加する青年のサ
ポートや日韓交流イベントの企画運営などの活動に積極
的に参加して自分と同じ思いを持った人とのつながりを
大切にし、日韓の架け橋として、両国の相互理解と友好
関係の向上の一助を担える存在になれたら嬉しい。今回
出会った人たちと連絡をし続けることも大切なことだと
思っている。出会いに感謝しながら関係を続けていきた
い。また、引き続き学ぶ姿勢を常に持ち、多様な人と交
流し、たくさんの経験を積み重ねていきたいと思う。

　日常の中で小さな幸せを見つけるように、私が発する
何気ない一言が誰かが行動するきっかけになるのではな
いだろうか。私も誰かの出発点、通過点になりたい。今
私の出発点であり、通過点であったと感じるあの日、あ
の瞬間、あの会話、あの行動、全てがかけがえのない宝
物である。

韓国青年との思い出の一枚

ディスカッションチームでの一枚
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はじめに
　私と韓国の出会いは、2020年頃に起きた韓流ブーム
だ。主にK-POPグループのTWICEやBTSが中学校や高
校で大流行したことがきっかけになった。私たちZ世代
は、幼少期にはKARAや少女時代が流行し、中高時代に
はK-POPやコスメ用品がトレンドになったことで、「近
くて遠い国」と言われる「韓国」を文化的な交流を通し
て最も身近に感じている世代だと思う。私はK-POPと出
会って「推し」の言葉を理解するために、韓国語の勉強
を始めた。その過程で韓国のニュースを見るようにな
り、韓国が抱える教育や就職に関する課題に関心を持つ
ようになった。今まで煌びやかな文化だけを消費してい
た私にとって、韓国が抱える課題に日本と通ずる部分が
あることがとても興味深かった。また、私は高校１年生
の時に両親の離婚と、児童相談所による一時保護、児童
養護施設への一時入所、そしてその後には約１年間の一
人暮らしを経験した。私はそのような生活の中で「自分
の人生の選べなさ」を経験した。この経験から、一番近
い国である韓国において主に教育や福祉の面でどのよ
うな課題があり、それに対して政府や民間団体がどのよ
うに動いているのか、本やニュースだけでは知ることの
できない韓国の現実を知りたいと思い、本事業に応募し
た。

ホームビジットでの出会い
　私たち派遣団は、９日間の滞在期間の中でソウルを始
め、シフン、ピョンチャン、カンヌンなど様々な都市を
訪問した。どの都市も美しい風景、美味しいご飯、そし
て人々の優しさに包まれ、心温まる時間を過ごすことが
できた。
　その中でも２日目に行われたシフン市連携ホームビ
ジットでの出会いが特に印象的であった。私を迎えてく
ださったホストファミリーは、父、母、兄、妹の４人家
族であった。一緒に地元の食堂に行き、スンデ(韓国式
ソーセージ)、トッポキ、ティギム(イカの天ぷら)、オム
ク(韓国式おでん)を食べた。その後、家を訪問して交流
した。最初の顔合わせでは、兄のスンホくんも妹のジュ
アちゃんも緊張した様子で、口数が少なく、目もあまり
合わせてくれなかった。しかし時間が経つに連れ、前日
に練習した日本語の自己紹介を披露してくれたり、住ん
でいる地域について紹介をしてくれたりした。そして車
で移動しているときや、街を歩いているときには、「日
本と韓国の自転車は一緒なの？」「日本語で６歳ってな
んていうの？」と、積極的に質問をしてくれた。スンホ
くんは、友人との間でポケモンカードが流行しているら
しく、コレクションしているたくさんのポケモンカード

を見せてくれた。「日本人ならみんなポケモンカードで
きるんでしょ？一緒にしようよ！」と誘われたが、遊び
方を全く知らない私は、少々困惑しながらも挑戦して
みることにした。スンホくんが優しく教えてくれたお陰
で、楽しく遊ぶことができた。結果的にはスンホくんが
引き算を上手くできず、勝ち負けが決まらないまま終了
してしまった。
　彼らとの出会いを通して、以下の２点を考えるに至っ
た。１点目は、異なるバックグラウンドを持つ人と交流
する際には、たくさん質問をしてくれたジュアちゃんの
ように臆せず気になることを問い掛けてみることが大
切だということである。異なるバックグラウンドとは、
教育制度、歴史、音楽や食のような分かりやすいものだ
けではなく、コミュニケーションスタイルなども含まれ
る。「正解の質問をしよう」と思って表面的に付き合う
のではなく、より深く長い関係性を築いていくために、
積極的に話しかけるコミュニケーション力が大切である
と感じた。
　２点目は、自文化の理解だ。９日間の派遣国活動では
様々な年代、地域の方と交流した。私たちが日本を代表
する参加青年ということで、日本の文化や教育制度につ
いて核心に迫る質問をしてくださる方が多かった。しか
し、すぐには答えられない質問も多く、インターネット
で検索しながら何とか答えた。韓国青年からの質問を通
して、韓国の文化や教育制度に関心がある私が、自分の
出身である日本のことを思っていたよりも知らないこと
にショックを受けた。本事業を含む内閣府青年国際交流
事業は、「相互の理解と友好を促進するとともに、国際
的視野を広めて、国際協調の精神を養い、次代を担うに
ふさわしい青年を育成すること」を目的としている。グ
ローバルな視点やマインドを養うためには、ただ単に外
国語を学べばよいのではなく、自文化に目を向け、自ら
のアイデンティティの一つとして知見を深めることが必
要であると感じた。

ディスカッション
　９日間の最後のプログラムとして、２泊３日の日韓青
少年交流会が行われた。韓国側は11月初旬に韓国青年
代表団として日本に招へいされた韓国青年が参加した。
初日は、韓国の伝統的な遊びであるユンノリや大縄跳
びをして交流を深めた。２日目には、五つのグループに
分かれディスカッションを行った。社会福祉分野を取り
上げた私たちのグループでは、「両国の国民性を大事に
しながら、若者が精神的な不安定さとともに生きていく
ための社会的仕組みとは？」というテーマでディスカッ
ションを行った。韓国青年から韓国の現状を共有しても

異なる背景を持つ人の翻訳者になるために
川西　満葉
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らう中で、青少年の相談室利用促進のため、利用に応じ
て付与されるポイントが奨学金として給付されるという
取組が紹介された。日韓両国ともメンタルヘルスに対し
て理解が進んでいないという課題はあるが、韓国では人
に相談することに対してのハードルを低くするためにこ
のような取組が行われていることが大変興味深く、日本
も参考にできる事例だと感じた。

今後について
　韓国から戻り、帰国後研修が終わった直後に、韓国
で45年ぶりに非常戒厳が宣布された。数日前まで楽し
く話していた友人がInstagramで戒厳令についての投稿
をシェアし、国会前で行われるデモに参加していた。内
閣府青年国際交流事業は、「国際社会の各分野でリー
ダーシップを発揮し、社会に貢献する青年を育成するこ
と」を共通の目的としている。今までは国と国の関係性
をイメージすることができなかったが、今回の事業に参
加し、日本代表青年として活動する中で、当事者意識を
持って国家間の関係を考えられるようになった。
　私は派遣国活動を前に行われた事前研修において、
「異なる背景を持つ人の翻訳者になる」という個人目標
を立てた。これは通訳や翻訳をするという意味だけでは
なく、韓国派遣団の中でも異なるバックグラウンドを持
つ人同士を積極的につなげていきたいという思いを込
めて設定した。自主研修期間中にオンラインでご飯会を
開催して交流を深めたが、オンラインで互いについて知
ることができる範囲は限られていた。仲を深められたの
は、たくさんのプログラムの合間を縫ってコミュニケー
ションを取ることができた派遣国活動中であった。全国
から選抜された20人の中に知り合いが全くいない状況
で、一つのことに集中して取り組んでいく経験は、リー
ダーシップや組織への貢献力を養うという点でとても貴
重であった。
　現在私は、児童養護施設や里親家庭、ひとり親家庭
などで生活する高校生や大学生のキャリア支援を行う
公益財団法人でインターンをしている。彼らの中には、
留学に興味があっても経済的理由から諦めてしまう人も
いる。内閣府青年国際交流事業は、ある一定の条件を満
たした人には参加費の免除を行なっていることから、こ
の事業の存在をより多くの人に届けて、彼らにも機会が
あることを知ってもらいたいと思った。そこで、帰国後
研修が終わった約２週間後に、財団の奨学生に対して韓
国派遣の報告会を開催した。参加者からは、「私が住ん
でいる場所は、在日コリアンが多いため、関わる機会が
たくさんあるので興味を持った。発表の中で、今自分が
学んでいる社会福祉分野についても触れられており、学
べることが多かった。」「政治や国に対する国民の意識
が日本とは違うと聞き、日本でももっと活発になるには
どうすれば良いのかを韓国から学ぶことができそうだな
と思った。」などの感想をもらった。発表資料を作成す

る中で、私自身の学びを言語化して整理ができたととも
に、この事業で学んだ大切な経験を周りの人にお裾分け
できたことに喜びを感じた。

未来へ出発！같이 가자（カッチカジャ）！
　日本と韓国は来年、国交正常化60周年という節目を
迎える。両国が互いの国との関係性により目を向けるで
あろう2025年を前に韓国を訪れる機会を得られたこと
をとても光栄に思う。「異なる背景を持つ人の翻訳者に
なる」ため、国際社会でリーダーシップを発揮すること
のできるグローバルシティズンシップを持った人になり
たい。
　私たち韓国派遣団のスローガンは、「未来へ出発！같
이 가자！」である。この事業は韓国を訪問して終わり
を迎えるのではない。このスローガンの通り、派遣国活
動がまさに私たち日韓の青年が作る未来へのスタート地
点である。私だけではなく、団員たち全員がここでの学
びをいかし、将来、日韓、そして世界で活躍する姿を見
ることが今から楽しみで仕方がない。

ホームビジットにてポケモンカードに挑戦

ディスカッション内容をまとめている様子
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1. はじめに
　日本・韓国青年親善交流事業を知ったきっかけは高
校時代の先輩のSNSの投稿である。国を代表して韓国を
訪問している先輩の姿を見て、大学１年生と２年生で毎
日同じような生活を送っていた私の好奇心がくすぐられ
た。こうした国際交流事業への参加自体が私にとって挑
戦的なものであり、不安な気持ちから直前まで応募する
か迷っていた。しかし、実際に参加することになって、
９日間にわたる派遣国活動では、個人旅行では決して巡
り合うことがなかったであろう人に出会い、場所を訪問
することができ、杞憂に過ぎなかった。このレポートで
は、初めにこの事業で印象に残った体験をまとめ、次に
プログラムの中で得た学びと成果について述べる。最後
にこの事業で学んだことを今後の活動にどのようにいか
していくかを考えたい。

1-1. 日韓青少年交流会とソウルグループツ
　     アーにおける韓国青年との交流
　派遣国活動の最後のプログラムとして行われた日韓
青少年交流会は、最も感銘を受けた出来事である。それ
は韓国青年の日本青年に対するリスペクトの大きさと温
かさ、アクティブさが心に残っているからだ。初日に同
じグループのメンバーと顔合わせをした際、語学力の低
さからどう話しかければよいか分からず右往左往してい
た。そのとき、韓国青年が日本語で会話しようとしてく
れたことが私は本当に嬉しかった。レクリエーションの
時には、韓国の伝統的な遊びを身振り手振りで教えてく
れるその姿に、緊張で凝り固まっていた私も気持ちが楽
になって全力で楽しむことができた。言葉の壁を感じさ
せない韓国青年の立ち振る舞いは忘れられない。また
ディスカッションの場面での韓国青年の積極的な姿勢も
印象的であった。事前に資料を作成する段取り力、日本
の状況に理解を示そうとする傾聴力、こちらと積極的に
コミュニケーションを取ろうとする対話力には目を見張
るものがあり、ディスカッションのどのフェーズにおい
ても一歩先にいた彼らから学ぶことは多かった。
　ソウルグループツアーでは、韓国青年との親睦を深
めることができた。年齢が近い人が多かった影響か、グ
ループには比較的早く溶け込むことができたように思
う。街歩きをしながらたくさん会話し、韓国の大学生の
「日常」に触れることができたように感じる。半日とい
う限られた時間ではあったが、帰国後も交流が続くよう
な関係を築き上げられたのは私の中で大きな収穫であっ
た。

1-2. 国立民俗博物館と韓半島統一未来セン 
   　 ターへの訪問
　国立民俗博物館への訪問は、韓国に対する理解を深め
る、あるいはより深めたいと思う経験になった。日本で
も馴染みのある映画や音楽などの大衆文化についてはあ
る程度詳しかったが、生活の中の慣習や文化については
日本で学ぶ機会が少なく、知識がなかったため、新たな
発見が多かった。家庭での食事や行事の祝い方、服装や
家の建築様式など、一つ一つに大切な意味が込められて
いることが印象的で、韓国という国を根本から理解する
良い機会となった。また帰国後に生活に関する話題で韓
国青年と話す機会があり、相手国の文化に対する関心を
示すことが異文化交流において距離を縮めるきっかけに
なることを改めて実感した。
　韓半島統一未来センターでは、近隣国に住む人間とし
て看過できない実情を知った。統一による安全保障や経
済効果、ユーラシア大陸における地理的優位性が存在す
るという話を聞き、統一に対する賛同や関心が年々低下
しているということが私たち日本人にとっても見過ごす
ことができない問題であり、東アジアの平和を実現して
いくために第三国である日本の立場も重要であることを
知った。また、多種多様なアクティビティや38度線の
見学を通じて統一後の世界をイメージすることができ、
朝鮮半島における問題を身近なものとして捉え直すきっ
かけとなった。

1-3. シフン市への訪問
　派遣国活動の２日目にはキョンギ道の西部に位置す
るシフン市を訪問し、非常に充実した１日を過ごすこと
ができた。過去にホームステイの経験はあったが、それ
でも会場に着いてホームビジット先のホストファミリー
と対面するときは緊張したが、シフン市の方々による温
かい歓迎がその糸をほぐしてくれた。特に、レクリエー
ションで日韓の違いをテーマに行われたビンゴゲーム
でホストファミリーたちと大いに盛り上がり、気付けば
前に立って楽しんでいる自分がいた。また、市職員の方
からの紹介を通じてシフンという街の豊かさを知ること
ができた。シフンには工業団地や企業の数が多く立地し
ている一方、海という自然をいかした施設やアクティビ
ティが多く見受けられ、都市としての機能の高さが印象
に残っている。ボート体験では運転までさせてもらい、
半日で存分にシフン市を満喫した。そしてメインのホー
ムビジットである。最初は韓国語を話せないことを心配
していたが、そのようなことを忘れてしまうほどホスト
ファミリーが温かく迎え入れてくれた。他の団員よりも

成長を実感できた２週間
木谷　日翔
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韓国の家庭の日常を体験することに重きを置いてくれ
たお陰で、ホストファミリーと会話する時間を長く取れ
たことは、積極的に対話することを目標としていた私に
とって充実した時間になった。

2. この事業で学んだこと及び成果
　この事業で学んだことは主に二つある。一つ目は「自
分の目と耳を動かして初めて分かることがある」という
ことだ。私は昔から周囲に流されやすく、あらゆる情報
を鵜呑みにしてしまう癖がある。ニュースやネット、友
人からの情報に踊らされているからか、大衆文化を除け
ば私の韓国に対する印象は無知と偏見で作られていたこ
とに気付かされた。流されやすい自分を変えるために挑
んだ派遣国活動を通じ、韓国について知見を広げること
ができたと感じている。例として朝鮮半島の統一の話を
挙げる。以前韓国の友人から「韓国には統一に対して否
定的な人が多い」という話を聞いていたため、実現可能
性の低さから統一に対してあまり興味を持っていなかっ
た。しかし、韓半島統一未来センターの方からの話や施
設でのアクティビティを通じ、朝鮮半島の統一を望む人
が存在することを知った。この訪問がなければ、統一に
対する私の考えはおそらく否定的なまま変わることはな
かっただろう。これは一例に過ぎないが、派遣国活動全
体を通じて現場での直接的な体験を重ねること、物事を
多角的に捉えることがいかに大切であるかを学んだ。そ
して、「周りの情報に流される人間」から「物事の本質
を自ら確かめる人間」へと一歩近付くという成果を収め
ることができたと思う。
　二つ目は「自信を持って振る舞う」ということだ。こ
れまでの私は自分の行動に自信がなく、グループの中
では控えめな立場を取ることが少なくなかった。自信を
持って行動できない自分を変えるために、まずは韓国
派遣団の中で「総務係」という団のまとめ役に立候補し
た。事業を通じて全員の前に立って団を引っ張る機会が
多かったが、当初は自分が先導する姿を皆が受け入れて
くれるか不安であったが、責任感を持って全体をまとめ
ようとする姿を示して思いが伝わったのか、団員たちが
主体的に動いてくれようになった。総務係を通じて先頭
で自信を持って振る舞うことが前向きなチーム作りにつ
ながることを学び、自分なりの「リーダーシップ」を見
出すことができた。また「熱意を持って話す」ことも自
信を持って振る舞うためのコツであると学んだ。私は韓
国語を全く話せず、言葉の壁からコミュニケーションで
苦労する場面が多々あったが、何とか伝えたいという思
いを込めて話したときには、韓国青年も理解しようと必
死に耳を傾けてくれた。語学が堪能なことに越したこと
はないが、伝えようとする思いこそがコミュニケーショ
ンの和をもたらすと痛感した。この二つの気付きから
堂々としている自分の姿が以前より少し増えたように感
じている。

3. この事業で得た成果を今後どのようにい
　かしていくか
　この事業で得た成果を周りの友人、そして将来この事
業に参加したいと考えている人たちに共有したい。有り
難いことに派遣国活動中のSNSの投稿に興味を示してく
れた友人もいたことから、まずは身近な人たちに向けて
「個人の成長」に重点を置いて経験してきたことを伝え
たい。また、将来的には既参加青年の立場から本事業
のサポートに携わっていきたいと考えている。具体的に
は、ホスト側として韓国青年を受け入れることで日韓の
交流を活性化させたいと考えている。

シフン市のホストファミリーのお家で
インコと戯れている写真

ソウルグループツアーにて韓国青年と
南山公園を訪れたときの写真
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はじめに
　私がこの事業を知ったのは高校１年生の時であった。
「世界青年の船」事業の既参加青年の方に話を聞く機会
があり、「将来グローバルに活躍したい人はぜひ内閣府
の青年国際交流事業に参加してほしい」という一言が印
象的であった。当時既にK-POPなどの韓国の大衆文化に
興味があった私は独学で韓国語の勉強を始め、その後高
校生活の３年間で大衆文化だけでなく、韓国の歴史や政
治にも関心を持つようになっていた。いよいよ参加でき
る年齢になったとき、青年国際交流事業の中に韓国に派
遣される事業があることを知り、本事業に応募すること
を決めた。事業参加に当たっては、「韓国に関する新し
い知識を得て、人脈を広げる」という個人目標を設定し
た。

印象に残った経験
　９日間の派遣国活動では、長い日程を通して、普段の
旅行では訪れることのできない機関への訪問やホーム
ビジットなど、新鮮で多種多様な体験をすることができ
た。その中で特に印象に残った体験が三つある。
　まず一つ目は韓半島統一未来センターへの訪問であ
る。韓半島統一未来センターではマ・ギョンジョセン
ター長からの説明や、朝鮮半島の現況と統一後を仮想し
た様子を描いた展示を通し、平和の重要性や現在の状
況、統一問題の重大さを学ぶことができた。朝鮮半島の
南北分断は、私が韓国の歴史について興味を持ったきっ
かけである朝鮮戦争とも深く関係しているため、この訪
問は私にとって非常に貴重で有意義な経験となった。朝
鮮半島の統一は複雑な問題であり、韓国と北朝鮮の二国
間だけでなく、日本を含む周辺国の協力も不可欠である
ことや、現在は統一問題に対する青少年の無関心が問題
になっていること、それを解決するためにセンターが青
少年教育に力を入れていることなど、統一問題について
様々な学びを得ることができた。この訪問を通じて、隣
国が抱える問題の重さを痛感するとともに、現地の人々
が平和に向けて懸命に努力する姿に非常に感銘を受け
た。
　二つ目は、韓国青年とのソウルグループツアーであ
る。五つのグループに分かれ、韓国青年にホテル周辺を
案内してもらった。初めは互いに緊張して会話を上手く
つなげなかったが、一緒に時間を過ごすうちに気が楽に
なって多岐にわたる話題で盛り上がることができた。私
のグループでは、最新技術を駆使した体験型アートを鑑
賞したり、屋台で韓国の定番お菓子の一つであるホット
クを買って食べたりするなど、私たちのために素敵なプ
ランを企画してソウルの街を案内してくれた。特に印象

的だったのは、それぞれ購入したポストカードに寄せ書
きを書いたことである。立ち寄った小売店で韓国の街並
みが描かれたカードを買い、カフェで談笑しながらその
日の感想や互いの気持ちをポストカードに書いて共有し
たことで、より深い友情を育むことができたと感じてい
る。また、グループにいた韓国青年の一人が言った「記
憶は薄れちゃうけど、写真と手紙は最後まで残るから」
という言葉もとても印象的で、私たちとの時間をずっと
忘れないでいようとしてくれる姿勢に感動した。
　三つ目は日韓青少年交流会で行われた文化交流の夕
べである。初めに韓国青年から韓国の四季と伝統行事
などのプレゼンテーション、そして歌とダンスのステー
ジが披露された。我々韓国派遣団からは、今回の日本青
年が北海道から沖縄まで全国各地から集まったという特
色をいかし、それぞれの地域の魅力をプレゼンテーショ
ンにまとめて発表した後、韓国青年と共に阿波おどり体
験を行い、最後に韓国でも話題となった「青い珊瑚礁」
の歌を披露した。この文化交流の夕べで最も印象に残っ
ているのは、テコンドー体験である。同じグループの韓
国青年から誘いを受け、テコンドーの道着を着させても
らい、韓国青年にテコンドーを教わりながら披露した。
私はテコンドー体験をしながら地元である沖縄の空手を
思い出して少し懐かしく感じつつも、会場全体の温かく
楽しい雰囲気の中で楽しいという思いを抱くと同時に、
韓国の伝統武道を教わることができたことを光栄に感じ
た。また、この文化交流の夕べでは互いの言語の壁を越
え、この日のために準備を重ねて披露してくれたという
韓国青年に対する感謝と感動、そして夏から準備を進め
た我々韓国派遣団の発表が無事終了したことによる達成
感も味わうことができ、かけがえのない時間になった。

本事業を通しての学び
　本事業への参加は、私にとって大きな学びと成長の機
会となった。この事業では現地の人々との交流を通して
異文化に触れるだけでなく、人と人とのつながりがどれ
ほど重要であるかを深く実感することができた。派遣国
活動中、韓国青年や地域の方々との対話や交流を通じ
て、言葉や文化の違いを越えて互いを理解する喜びを感
じた。
　特に韓国青年と共に行ったディスカッションでは、類
似する両国の社会問題に対して真摯に議論することがで
きたと思う。議論の最中に意見の食い違いや言葉の認識
の齟齬が生まれることもあったが、理解し合おうとする
互いの気持ちや、きちんと問題に向き合って対処しよう
とする熱意があったからこそ乗り越えることができた。
異なる背景を持つ私たちが一つのチームとして協力する

「つながり」を大切に
比嘉　希乃
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経験は、言葉以上に心が通じる瞬間があることを教えて
くれた。
　ホームビジットでの経験も忘れられない。韓国の日常
生活を体験させようと私たちを温かく歓迎し、精一杯
もてなそうとしてくれる姿に感動した。特に食事の場面
では、ただ料理を楽しむだけでなく、それぞれの文化や
価値観について深く語り合える貴重な場であった。彼ら
が示してくれた親切と友情は、私に「人と人とのつなが
り」の本当の意味を教えてくれたように思う。
　この事業を通して、異なる国や文化の中で生まれ育っ
た人と心を通わせることが、相互理解につながり、ひい
ては平和をもたらすのではないかと感じた。同時に、相
手の立場に立って物事を考えることや、違いを受け入れ
ることの大切さも学んだ。人とのつながりはその場限り
のものではなく、それをその後どのように育て、深めて
いくかが重要だと気付かされた。
　また、派遣国活動中は毎日新しい発見の連続であっ
た。元来韓国に興味があったことから他の団員よりも韓
国に対する知識を持っているだろうと自負していたが、
いざ韓国で様々な機関を訪れ、現地の人と交流してみる
と、そこには私が全く知らない世界があり、非常に刺激
的だった。特に博物館での展示や韓国青年からの発表
の中にあった韓国の文化は、初めて見聞きするものが多
く、好奇心旺盛な私にとって非常に有意義な時間であっ
た。また、在大韓民国日本国大使館や、韓国外国語大学
校で受けた講義を通して、韓国のことだけでなく、日本
に対する新しい発見や気づきを多く得ることができた。

今後に向けて
　私はこの事業への参加経験をいかし、今後、日韓交流
の輪をたくさんの人につなげていきたいと考えている。
自身の経験から、住んでいる場所によって国際交流の
機会を得られるかどうかには格差があると強く感じてい
る。将来的には、世界中どこにいても、オンラインのみ
ならず対面でつながれる環境を私は作りたい。
　この事業に参加したことで、青年だけでなく、社会に
出て多様な経験をしてきた方々に出会うことができ、普
段過ごしているコミュニティの中では形成できないつ
ながりを築くことできた。ここで得た人脈をいかすため
にも、まずはこの経験を多くの人に共有し、日韓交流の
素晴らしさを伝えるとともに、私自身も新しいコミュニ
ティを開設して人と人とを結び付けたい。また大学生で
勉学に励む身としては、今後もさらに韓国に関する研究
を進めたいと考えている。派遣国活動中に知り得た韓国
の歴史や文化、言語、社会問題などを自分の中で整理
しながら、「私の知りたい韓国とはどのようなものか」
という私自身に問い掛け、韓国という国についてもっと
知っていきたい。

韓国青年とのテコンドー体験

韓半島統一未来センターでの集合写真
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デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 成 果
2024年度　日本青年韓国派遣

ディスカッションの概要
11月29日（金）　９時30分～15時30分
日韓青少年交流会
ハイソウルユースホステル（ソウル）
テーマ１：教育
　　　　•両国の教育の傾向を踏まえた上で、経済的な負担の緩和や幸福と学歴の関係性について
　　　　　考える。
テーマ２：社会福祉
　　　　•両国の国民性を大事にしながら、若者が精神的な不安定さと共に生きていくための社会的
　　　　　仕組みとは？
テーマ３：労働
　　　　•過労死を防ぐためには何ができるか？　～現在、行われている対策の有効性と改善点～
テーマ４：少子高齢化
　　　　•日韓の人口減少に対応するためには？
　　　　　①高齢者を支える若者の負担を減らす方法とは？
　　　　　②若者の結婚や子育てに対して社会はどう支援できるか？
テーマ５：AI
　　　　•AIに代替されない人材とはどのような人材か？
日本青年 20 名、韓国青年 20 名

日　　　時
プログラム名
場　　　所
テ　ー　マ

参　加　者
スケジュール 開始時刻

9:30

10:00

12:00

13:00

14:30

終了時刻

10:00

12:00

13:00

14:30

15:30

プログラム

オリエンテーション

第一部

昼食

第二部

成果発表
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テ ー マ １ ： 教 育

両国の教育の傾向を踏まえた上で、経済的な負担の緩和
や幸福と学歴の関係性について考える。

日本青年 ４名　
韓国青年 ４名

1. 韓国の現状
　韓国では公立の小学校、中学校、高校の授業料が基本的には無料であるが、大学の学費は私立大学で入学から卒
業までにおよそ1億ウォンに達する。予備校の授業料や教材費などの「私教育」に掛かる費用を加えると、教育費は
さらに上がり、多くの家庭にとって重い負担となっている。また、ソウル市内にある大学を指す「インソウル（In 
Seoul）」という言葉が存在し、ソウルの大学への進学が成功の象徴とされ、そのために住んでいる地域を離れて予
備校に通う場合も少なくない。学歴社会への強い執着が韓国では根深い問題になっていることが提示された。

2. 日本の現状
　日本では公立の小学校、中学校、高校の授業料が基本的には無料であるが、大学の学費は私立大学で入学から卒
業までに600万円程度と負担が大きい。奨学金を利用しても返済する義務があるものが多く、結果的には「借金」と
同様の扱いになるという問題点を指摘した。
　大学進学を目標を達成するための手段と捉えるのではなく、進学すること自体が目的化している傾向も見られ、友
人に合わせて進学するなど、計画性に欠けるケースも多い。また、日本には「学歴フィルター」という言葉が存在し
ており、特定の学歴が就職活動において有利に働く傾向があることも提示した。一方で、幸福度という観点から、学
歴の相関性はないというという調査結果もあることを示した。

3. 経済的負担の緩和
　現状の共有を通じて両国に共通している問題として、教育に対する経済的負担の大きさが浮き彫りになった。この
課題に対し、国と個人の両面から解決策を提案した。
　国による解決策の具体例として、奨学金制度の充実や、無料学習コンテンツの拡充が挙がった。特に奨学金制度
に関しては、返済不要型の奨学金制度を拡充するべきであるという意見に賛同する青年が多くいた。
　個人による経済的負担軽減の工夫として、中古教材の活用や図書館利用が挙がった。家庭の経済状況に左右され
ずに教育の機会を増やすものであり、現実的な解決策として両国青年の評価が高かった。

4. 学歴と幸福度の関係性
　学歴が高いことが高収入や社会的地位の向上につながる可能性がある一方、それが人生の幸福度や満足度に必ず
しも直結するわけではないという意見が両国青年から多く出た。ただし、両国とも学歴が社会的成功において重要な
要素であるという認識は共通していた。最終的には、幸福に感じるかどうかは主観的なものであり、考え方や価値観
によって異なるという結論に至った。

成　　果

ト ピ ッ ク 参　加　者
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　今回のディスカッションでは、日韓両国の青年が自身の体験を共有したり、率直な意見交換をしたりすることがで
きた。実際に韓国で学校教育を受け、就職を控えた韓国青年の生の声を通じて、学歴社会の現状を知ることができ
た。学歴と幸福の関係に対しては両国で意見が分かれたことは興味深かった。また、通訳を介してのディスカッショ
ンでは、途中通訳を待たずに議論が白熱する場面も見受けられ、折々議論の内容を整理したり、論点を確認したりし
て、全員がディスカッションに参加できるようにする工夫が必要であったと感じた。全体として、幸福という抽象的
議題に対して各人の考える定義や考えを述べ、それに対して意見を交わす非常に良い機会となったと考えている。
（小原）

　今回のディスカッションでは、実際に韓国で教育を受けている現地の青年たちと話し合うことによって偽りのない
声を聞くことができ、それぞれの異なる教育制度の中で両国が抱える問題やその解決策について意見交換すること
で非常に有意義な時間となった。ディスカッションを通して大きな発見を得ることができた一方、言語の壁がある中
でのディスカッションは内容を十分に理解するためにいくつものステップを踏まなければならず、つまずく部分があ
り、課題に感じている。 （加藤）

　日韓両国における教育の問題点を共有し、解決策や学歴社会が幸福に与える影響について議論した。これまで学
歴社会はネガティブなものであり、なくなるべきであると考えていたが、必ずしもマイナスな面ばかりではなく、自
己実現や自己肯定感の向上といったプラスな面もあるという気付きを得られた。議論が白熱した際には、言語の違い
から十分に参加できない場面もあって悔しさも残ったが、多様な視点に触れることで新たな学びが得られ、充実した
時間となった。（矢野）

　日韓両国の違いや共通点を知る機会になった。学歴は幸福に直結するのかという議論はとても白熱し、それぞれの
バックグラウンドに関係なく話し合うことができたと思っている。しかし、通訳を介しての討論だったため、互いの
言いたいことが十分に伝わらないこともあり、通訳を介するディスカッションの難しさを感じた。また、主観的な意
見を求めるような題材であったことから、論点がずれて度々脱線してしまったため、すぐに気が付いて方向修正でき
たらなお良かったと感じている。（渡辺）

日本青年感想
小原　賢慎、加藤　亜弥、矢野　蒼依、渡辺　和美
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テ ー マ ２ ： 社 会 福 祉

　日韓両国の現状について共有した上で、両国で共通する問題点やそれに対する解決策を検討した。ディスカッ
ションの内容は以下の通りである。

1. 日本の現状
　日本では、特にCOVID-19後に政府の対策が進み、2024年には「孤独・孤立に悩む人を誰ひとり取り残さない社会」、「相互
に支え合い、人と人との『つながり』が生まれる社会」を目指して、「孤独・孤立対策推進法」（内閣府）が施行された。また、生活
に困窮する人に対し、その困窮の程度に応じて必要な保護を行い、健康で文化的な最低限度の生活（日本国憲法第25条＝
生存権）を保障するとともに、自立を助長するための生活保護の制度がある。民間でも精神的不安を抱える人に対する支援
を行う団体が増えてきており、電話やSNSを利用して相談できるサービスがある。薬ではなく地域でのつながりで人を元気に
していこうという「社会的処方」の考え方も広まってきている。
　一方で、メンタルヘルスの不調を面白おかしく表現し、話しやすくする文化の表出として、日本語に「メンヘラ」という言葉が
ある。恥の文化的背景を持つ日本人は、体裁を気にして病気を欠陥として捉え、自らの症状を打ち明けられない人も多いた
め、匿名相談の需要は高いという。かつては隠されたままであった「心の健康」という概念が広まってきているとともに、顕在化
してきている。

2. 韓国の現状
　韓国では身体的に不調があれば病院に行くが、精神的な不調は我慢するケースが多い。個人差はあるようであるが、軽度
のストレスであれば誰かに話すこともある。日本では不登校になっても在学したままであるケースが多いが、韓国では不登校
になった人は自主退学するケースが多い。
　過去には、韓国にも「苦労した分幸せがある」「痛みこそが青春」といった言葉があったが、現在ではメンタルヘルスについ
ての認識が少しずつ変わってきており、大学の相談室に行くとポイントがもらえて奨学金に還元できるシステムや、小中学校
では諸々の困難を抱えた児童・生徒の相談や対策のためのWee classというサービスがある。
　一方で、病院に行くと記録が残り、社会生活に影響が出るため、そもそも病院に行かない選択をする人が多い。また、自分
が精神的不調に苦しんでいることを認知できる人が少ないという指摘もあった。

3. 両国が共通して抱える課題
　日韓両国ともにメンタルヘルスに対する否定的な考え方を何とかしなければならないという認識を持っていた。高齢者だ
けではなく、20代～30代が抱える孤独や孤立も問題になっている。
　学校や家に居場所がなくなった子どもたちや行き場のない若者が、東京では「トー横」、ソウルでは「ホンデ」といった安全
でない場所に集まってしまっている現状がある。彼らをサポートするための政府による制度や民間が行っているサービスが
存在するが、あまり知られておらず、メンタルヘルスの問題を事前に防ぐシステムが少ないことも課題として挙がった。

4. 私たちが明日からできること
　自分たちが誰かを手助けする、あるいは当事者になったときにどう行動するか、ということに注目して、私たちが明日から何
ができるかを検討した。健康に良いと言われる拍手や散歩を日常的にする、自分がメンタル不調になったときを想像し、誰に
相談するかを事前に考えておくという二つの提案が出た。また、議論を通じ、まだ関係が構築できていない相手の方がメンタ
ルヘルスに関する問題を話しやすい、という発見があった。本事業のような機会に出会う文化の異なる人に話してみるのも
有効ではないかと提案があった。精神的な不安を抱えたときに、自身が日常的に所属しているコミュニティから少し離れた人
間関係を持っていることが助けになるのではないだろうか。また、多様な人との関係をいかに築くかを検討し、会話のきっか
けが重要になるのではないかと考え、イベントにおけるアイスブレイクのアイデアが出た。各人がつける名札に名前ではなく
尋ねてほしい質問を書くという提案であり、初対面の人と会話を始めるきっかけとして期待できるだろう。

成　　果

ト ピ ッ ク 参　加　者
両国の国民性を尊重しつつ、若者が精神的不安と共に生
きていくための社会的構造とは？

日本青年 ４名　
韓国青年 ４名
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　韓国青年日本招へいプログラムの「日韓青年親善交流のつどい」に参加したメンバーからディスカッションの様子
を聞き、通訳を介するディスカッションで意識することや、事前学習の内容をハンドアウトにまとめると有効である
ことを事前に全員で共有していた。
　事前準備において、日本側の情報は収集しやすかったが、韓国側の情報は多くが韓国語であり、把握することは容
易ではなかった。韓国側に情報共有するためのハンドアウトを作成し、韓国側も事前に共有したテーマについて調
べてきていたため、当日はそれに沿って議論を進め、必要以上に時間を掛けずに現状の共有をすることができた。一
方で、現状を伝えることに注力すると議論が抽象的になってしまうと感じた。また、両国の現状に対する疑問点が多
く、その質疑にかなりの時間を要した。発表資料準備の時間が少なくなってしまったことは反省点であると言える。
さらに、私たちは今回「明日からできること」を最終的に議論したかったため、なぜ私たちが福祉に興味を持ったの
かをアイスブレイクで入れていたら、個々人の活動にフォーカスすることができ、議論をより深められたのではない
かと感じている。
　日本と韓国は文化的に似た部分も多いが、メンタルヘルスに関する認識や相談環境には様々な違いがあることが
分かった。特に印象に残ったのは、大学内でのカウンセリングを受けるとポイントが付き、そのポイントを奨学金の
返済に充てることができるというシステムである。養護施設で暮らしている高校生や大学生のメンタリングを行って
いる青年からは、啓発活動とは異なる、相談することの心理的安全性を確保したこのアプローチを興味深く聴いてい
た。さらに、韓国の学校相談室の制度について、実際に使う学生が感じている意見を聴くことができたことが良かっ
た。
　また、精神的に辛くなったとき、相談できる人がいるか、誰に相談するか、両国に違いがあると分かったことも大
きな収穫であったとともに、今回のディスカッションが韓国に対して抱いていた印象を変化させるきっかけにもなっ
た。韓国は日本と比べて特に「家族」を大切にしているイメージを持っていたが、個人が抱える課題をカウンセラー
などの第三者に相談する取組が積極的に行われていることは意外であった。また、韓国ではストレートに意見を述べ
る人が多い印象であったが、苦しいときに人に話さない人が多いことにも驚いた。一方で韓国の青年が自身のカウン
セリングの体験を積極的に語ってくれる一面もあり、新たな気付きを得ることができ、有意義であった。
（岩佐、川西、児島、中林）

日本青年感想
岩佐　優希実、川西　満葉、児島　尚美、中林　知紗
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テ ー マ ３ ： 労 働

　初めに、日韓両国の労働環境についての把握及び主な労働問題と過労死に関する情報共有と共通課題を明確にし
た。その後、両国が過労死を防ぐために何ができるか、具体的な解決案について議論を行った。ディスカッションの
内容は以下の通りである。

1. 労働問題及び過労死に関する現状
〈韓国〉
　韓国における労働環境は、原則週40時間、１日８時間以内と定められている。休憩と休日に関しては、労働時間が４時間
以上のときには30分、８時間以上の時には１時間休憩を取る必要があり、有給休暇も保障される。以上の原則はあるが、従
業員が少ない企業ではあまり守られていない傾向があり、特に中小企業では第三者からの目が行き届かないため労働実態
が表面化しにくい。また、韓国人１人当たりの年間労働時間は平均1,872時間で、OECD加盟国の平均より130時間ほど多い
ことが指摘されている。
　過労死については、韓国の法律では「過労死」という言葉が定義されていないことから、現状では産業災害や業務時に死
亡した場合を過労死とする。2017年から2021年の間に過労死した労働者は2,503人であり、大企業よりも中小企業で多く
発生している。特に物流分野に多く、死亡原因としては脳疾患が約60%を占めている。

〈日本〉
　日本における労働環境は、原則週40時間、１日８時間と定められている。休憩に関しては、１日の労働時間が６時間を超
えて８時間以下の場合は45分以上、１日の労働時間が８時間を超える場合は１時間以上と定められている。休暇につい
て、企業は従業員に休日を少なくとも毎週１日、または４週間を通じて４日以上確保する必要がある。
　日本で起きた代表的な過労死の事例として、電通過労自殺事件（1991年、2015年)、ワタミ過労自殺事件（2008年）、若手
医師の過労死（2022年)、を挙げ、その後企業がどのような対策をしたかを韓国青年に共有した。日本における過労死は、①
社員のSOSに気づけない労働管理の甘さ、②働くことを正義として理念を押し付ける社内体制、③第三者視点から会社を監
視できていなかったことの３点が主な原因とされている。

〈質疑応答〉
　両国の労働問題及び過労死の現状について共有した情報について質疑応答を行った。韓国青年からは、日本政府が行っ
ている過労死の対策はどのようなものなのか、日本の文化とも言われる「根回し」によって業務のスマート化は行われている
か、電通過労自殺事件が2016年に話題になった理由はあるかについて質問を受けた。対して日本青年は、韓国は有給休暇
が平均して何日与えられるか、取得率はどのくらいか、有給休暇を取る際の会社の雰囲気はどうか、有給休暇以外の特別休
暇にはどのようなものがあるかについて質問した。

2. 両国に共通する問題点
　上記の内容を共有後、日韓に共通する過労死につながりやすい労働問題について議論したところ、次の六つにまとめるこ
とができた。
　 (i)  １人に任せられるタスク量が多い
　 (ii)  中小企業にとって、過労死を防ぐための対策が難しい
　 (iii) 過労死と認定されるのが難しい
　 (iv) 労働時間が適切に管理されていない
　 (v)  休暇を取りにくい会社の雰囲気がある
　 (vi) 有給休暇の取得率が低い

成　　果

ト ピ ッ ク 参　加　者
過労死を防ぐためには何ができるか？　〜現在行われて
いる対策の有効性と改善点〜

日本青年 ４名　
韓国青年 ４名
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　特に(v)(vi)について、一般的に過労死が少ないとされるヨーロッパ諸国との比較も行った。その結果、「組織の雰
囲気」などソフト面が原因で発生する労働問題は、日韓両国が克服しなければならないものであると同時に、長年の
組織体制を改善する必要が生じることから、解決することが容易ではないという認識を共有した。

3. 現状を踏まえた解決案
　議論したことを踏まえ、日韓両国で今から行える対策として以下の三つの提案があった。
①有給休暇取得率80％を目指す
　両国共に現在の平均有給取得率が60％にとどまっていること、また、すぐに100％に到達させることは現実的ではないこと
から、暫定的な目標値として80％と設定した。有給休暇の取得促進のためには雰囲気の醸成などの会社のソフト面も改善
する必要があるため、長期的なビジョンが求められる。

②休暇の申請及び管理を人事部で行う
　現在、両国の多くの会社では直属の上司のもと休暇の申請許可及び管理が行われており、上司の裁量によって休暇取得
の可否が左右される現状がある。そのため、休暇の申請許可を人事部が一括管理することで、部署による休暇取得の差異を
なくし、会社全体で休暇を取得しやすくする効果が期待できる。

③国家主導による勤怠管理のためのプラットフォーム構築
　現在は両国共に、労働に関する法律や政府の提言に基づき、企業が独自で勤務時間を管理しているが、労働環境を改善
するためには第三者からの監視が必要ではないか。そこで私たちは、国主導の下国民の労働時間を管理するためのデジタ
ル技術を活用したシステムを構築、導入することで、労働者の勤務実態を適切に把握することが可能になると考えた。これ
により、大企業に限らず独自で勤怠管理システムを構築することが難しい中小企業も公平な勤怠管理を行えるだけでなく、
サービス残業などの「見えない労働時間」を可視化し、データ化することで、過労死を防ぐための警告や対策が行いやすくな
ることが期待できる。

4. ディスカッションを終えて
　以上の結果から、過労死問題は、両国にとって継続的に取り組まなければならない課題だということが分かった。しかし、
過労死の少ないヨーロッパ諸国と日本や韓国を比較すると、その労働スタイルは大きく異なるため、日韓両国がヨーロッパ
諸国のような労働環境を参考にして過労死を防ぐ対策を導入するには困難がある。一方で、両国においては「タスク配分の
不平等さ」「勤怠管理の未熟さ」「組織の伝統的体制を変えることの難しさ」「有給休暇取得率の低さ」など、ハード面からソフ
ト面まで、労働問題における共通事項が多く存在した。今後、労働問題に対してより有効な施策を行うためには、共通の課題
を持つ両国が一丸となって向き合うことが必要になるのではないだろうか。
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　今回のディスカッションは通訳を介して行ったため、自分が考えていることが韓国青年に正確に伝わるようにする
ためにどうすればよいかを最も意識した。言葉選びや文節に気を遣って話すのは初めての経験であったが、コミュニ
ケーションについて改めて考える良い機会になった。ディスカッションの内容に関しては、過労死の現状について両
国に似た部分が多く、共感しながら話をしたが、過労死の原因が話題になったとき、長時間労働や過労死に対する法
的な取組が日本よりも韓国の方が脆弱であることを知った。限られた時間の中で解決案を最終的にまとめられたこと
で達成感を得ることができた。（小山）

　ディスカッションにおいて有意義だったのは、日韓両青年が事前に下調べをしっかり行っていたことで、スムーズ
に議論に入れたことである。また、実際に話し合ったからこそ、日韓の違いは「過労死」という問題の捉え方にある
と気付くことができた。韓国では圧倒的な労働時間によって死亡事故が起きているにも関わらず、の「過労死」とい
う言葉が法律上定義されていない。また、過労死と認定されるまでに長い時間を要するということも、「過労死」が
あまり問題視されていないと感じた理由の一つである。ディスカッション全体の雰囲気として、韓国青年は私自身よ
りも活発に発言することに加え、発言一つ一つにおいても論理的な指摘が多く、私自身も自分の意見をより強く主張
しなければならないと感じた。（木谷）

　日韓の労働の現状について調べて準備していたものの、実際に韓国青年と話すことで韓国の状況について理解が
より深まり、価値ある学びを得ることができたと感じている。両国共に準備をしっかりしてディスカッションに臨ん
でいたことで、スムーズに情報の共有ができ、提案を出すときにも活発な意見交換ができた。韓国では国が主導して
プラットフォームを構築するという取組があると知り、働き方改革のために日本にも取り入れることができる部分が
あると感じた。互いの意見を伝えようと工夫することや、相手の意見を受け止めようと傾聴することで、言語の違い
を越えて関係を築いていくことができると学んだ。（西田）

　通訳を介してのディスカッションということで、時間が短い中でどこまで議論を深められるのか、当初は心配して
いた。しかし、両国青年の確実な事前準備と進行役の時間管理のもと、円滑に議論を進めることができた。その結
果、与えられた時間の中で最善の解決案を出せたと感じている。また、韓国青年は私たちが準備した情報を正確に理
解しようと、積極的に頷いたり声を出したりして見せる様々な反応や、メモを細かく書き留める姿が印象的だった。
その分鋭い質問もたくさん浴びたが、結果として両国で一丸となって議論を進めることができたと思う。結論を出す
際には、日本青年４人が考えもしなかった意見が出てきて、これが国を越えてディスカッションをする醍醐味である
と感じた。（古川）

日本青年感想
小山　野花、木谷　日翔、西田　萌夏、古川　愛理
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テ ー マ ４ ： 少 子 高 齢 化

１. 韓国の現状
　韓国は少子化、高齢化共にアジアの中でも特に深刻な状況であり、高齢化率は15.8%（2020年）、合計特殊出生率は0.73
ポイント（2024年）を記録している。
　まずトピック①における問題点として、「経済的負担」「社会的負担」「高齢者介護に対する責任」「職場の競争」「世代間格
差」という五つの観点から意見が挙げられた。「経済的負担」として、社会福祉費、医療費、年金保険料の負担が大きいことが
指摘された。「社会的負担」としては、就職の不安定さや、高い住居費などによる経済的自立の難しさがある。「高齢者介護」
も、同じく経済的な問題が中心にあるという。「職場の競争」とは若者の就職機会の減少のことを指し、「経済的負担」や「社会
的負担」にも通ずる大きな問題であることが分かる。「世代間格差」としては、世代によって支援や福祉政策が不平等になって
いくのではないかと若者たちが不安に感じているということが、近年特に問題視されている。
　トピック②における問題点は２点挙げられた。１点目は、出産や子育てにおける企業の対応についてである。まず、産前産
後休業や育児休業の制度があってもそれを使用できるかは企業によって異なるため、実施が十分ではないという。また、子
供の緊急時連絡先を母親とすることが一般的な認識であり、働く母親にとっては大きな負担になっているという。企業側がよ
り柔軟に対応するべきだという意見も挙がった。２点目は、結婚時に特に必要になる住居費や子供の教育費などの経済的
負担が挙げられ、トピック①と同様であった。特に教育費について、韓国では日本と比較して大学進学率が高いが、授業料な
どは親が負担することが一般的であり、加えて私教育（塾など）を利用する場合が多く、大きな負担になるという。

２. 日本の現状
　日本も韓国と同じく少子化、高齢化共にその深刻さが増し、高齢化率は28.6%（2020年）、合計特殊出生率は1.22ポイント

（2024年）を記録した。
　トピック①における日本の問題点は「働きながら介護をすることによる負担」「年金などの社会保障」「労働力の減少」の３
点が挙げられた。日本では介護費用を家族が賄うケースが多く、在宅介護、施設介護共に経済的な負担が大きい。それに伴
い、働きながら介護をする必要があり、心身の負担も問題になっている。社会保障に関して、将来現役世代１人が高齢者２
人を支える時代になると言われ負担は増える一方であるが、賃金は上がっていないため、今後も経済的負担だけが残るの
ではないかと指摘した。労働力の減少に関して、出生率の低下や海外移住者の増加（特に女性）などの要因があり、この現状
は日韓で類似していた。
　トピック②の問題点として、「女性のキャリアの選択肢の狭さ」「経済的負担」「労働環境」の３点にフォーカスした。現在の日
本では出産、育児によって女性がキャリアを中断せざるを得ないことが多く、再就職した場合の正規雇用の割合が著しく低
いという調査結果もある。また、夫婦別姓や同性婚に対する法制度がないこともキャリアの選択肢が狭くなっている原因では
ないかと提示した。「経済的負担」としては、若者が子供を持つことに対して抵抗感を覚える理由として、日本も韓国と同じよう
に子供の教育費（特に大学）への不安が挙げられる。「労働環境」に関しては「女性のキャリアの選択肢」にも重複する部分が
あるが、仕事と育児の両立が難しいことや、家事や育児を女性がすることであるという固定観念による精神的な重圧なども、
現代社会では大きな負担になっていると分析し、提示した。

成　　果

ト ピ ッ ク 参　加　者
日韓の人口減少に対応するためには？
①高齢者を支える若者の負担を減らす方法とは？
②若者の結婚や子育てに対して社会はどう支援できるか？

日本青年 ４名　
韓国青年 ４名
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３. 両国の問題解決に対する解決策
　両国の現状を踏まえ、それぞれのトピックに関する解決策を話し合った。
　トピック①においては、介護の負担や経済的負担の解決と労働力の確保に注目した。
　まず、働きながら介護をすることへの心身の負担を軽減するために、ロボットの導入やICTの活用が提案された。また、介護
業界の人手不足が介護をする家族への負担につながっていると考え、介護士を公務員扱いにすることで安定的な収入が得
られる環境を整えるという案が出た。
　高齢者がカフェや料理教室、子育て教室などを運営する場をつくり、高齢者の社会参加を促す取組が必要であると考え
た。この取組は介護を必要とする高齢者の数を減らすとともに、労働力の確保にも役立つであろう。
　　経済的負担を減らすために、国全体で賃金を上げる一方で、社会保障費の負担の分散のために、働くことができる人を
増やすことが必要であると考えた。
　労働力の確保のためには、国内の人材だけでなく外国人の活用も一つの案ではないか。現在、日本の外国人技能実習制
度及び韓国の外国人労働者受入制度を改善し、外国人もできるだけ長く働けるような充実した環境を整えることが必要だと
いう意見が出た。
　トピック②は、教育と労働環境に重点を置いて解決策を検討した。
　若者が持つ結婚や出産に対する悪いイメージを払拭するため、主に社会人を対象としたセミナーを地域または企業単位
で開催すると効果があるのではないかと考えた。また、私たち世代が結婚や出産に持つネガティブなイメージをより若い世
代が抱かないよう、中学校や高校における教育の機会も必要であると考えた。さらに、出産を躊躇する一つの要因である教
育費の負担を軽減するため、義務教育を大学まで拡大し、授業料による家計の圧迫を解決する案が出た。義務教育を拡大
することで、塾などの私教育に掛かる費用の抑制も期待できるだろう。
　労働環境においては、「仕事と育児の両立」を実現させるために、現在一部企業でのみ実施されているフレックス制度の
導入や、産前産後休業制度や育児休業制度の利用を企業が積極的に認めるなどの働き方改革が必要であるという結論に
至った。
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　私たちは、日韓の少子高齢化についての問題点及び解決策を、両国の文化的背景や政策的特徴などを絡めながら
議論した。そこでは、両国間で抱えている問題点の違い（例えば夫婦別姓に対する考え方等）や、逆に両国が共通し
て抱えている課題（女性が働く上で抱えている社会的不平等感等）を新たに発見し、解決策を考える上で深い議論
ができたと思う。このディスカッションが、今後私たちが日韓両国の問題解決に向けて考えるための重要な意味を持
つと思った。（上代）

　日韓の青年共に十分に準備してきたことで、スムーズに議論することができた。そして、現状共有のみならず、問
題点や解決策に関する議論を通して、日韓の男女平等の状況や、経済、移民などに対する韓国青年個人の価値観を
聞くことで、日韓社会を理解することにつながった。そして、この理解を発展させ、日韓社会のさらなる共存の実現
のために新たなアクションに移していきたい。（沼口）

　事前準備を進める中で、両国が抱える問題点には共通する部分が多いと感じていたが、ディスカッションを通じ
て、政治的観点から考察すると異なる解釈があることが分かった。このような気付きは、実際に直接議論をしてみな
ければ得られなかったことだった。直接対話することの重要性を感じるとともに、相互理解を深めようとする姿勢が
問題解決への第一歩であると改めて認識した。（橋本）

　日韓で似たような傾向にある社会問題について実りのある議論になった。通訳を介してのディスカッションに慣
れていないこともあり、最初は時間配分に不安があったが、参加青年、通訳、ファシリテーターそれぞれの協力があ
り、大きな問題なく発表まで終えることができた。個人的には解決策を検討する際にもう少し議論を深め、互いの考
えがしっかりと反映されたものにできたらさらに良かっただろうと感じている。この経験を今後の学校生活にもいか
せるよう引き続き努力したい。（比嘉）

日本青年感想
上代　奈穂、沼口　瑞季、橋本　想、比嘉　希乃
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テ ー マ ５ ： A I

1. 現状
　AIの影響力が日に日に増していく現代社会において、私たちはAIとどのように共存するべきなのだろうか。その答えを、韓
国代表青年らと探すべく、このテーマを提案した。日本には、AI利用に関する政府からのガイドラインが見当たらず、その利用
が個人や学校、会社によって様々である。一方で、韓国では、ディープフェイクが社会問題となっており、AIへの関心が高まっ
ている。
　日韓両国におけるAIの利用について共通する部分は多く見られた。例として、学校や会社においてレポート作成や編集な
どの場面でAIが多く活用されている。また、医療の分野では日本に比べて韓国の方がAIを活用することにより前向きなので
はないかという意見が出た。さらに、日本では49%の職業がAIによって代替することが可能であるという研究もあることが共
有された。

２. AIに代替されない人材は、具体的にどのような仕事に就いている人か。
　ディスカッションの結果、AIに代替されにくい仕事を四つに分類した。なお、一つの仕事が複数の要素を持つ場合もある。
　　(1)	 マニュアル化が難しい仕事	 　　例）接客業、消防士、データ分析家、AIエンジニア
　　(2)	 人によって結果が異なる仕事　  例）職人、映画監督
　　(3)	 想像力が必要とされる仕事	　　例）発明家、芸術家
　　(4)	 人の感情に触れる仕事	 　　例）心理士、スポーツ選手

3. 四つの仕事にはどのような共通点があるのか。私たちに求められる能力は何か。
　分類した四つの仕事における共通点は、AIと共存するために私たちに求められる能力であると考え、議論した結果、４点
に集約できた。
　　①	 臨機応変さ
　　②	 AIを活用する能力
　　③	 対人コミュニケーションスキル
　　④	 一貫した独自の基準、価値観、表現力

　特に④について、アニメーション制作会社であるスタジオジブリと野球選手の大谷翔平を例に話を進めた。AIにもそれと
同等かそれ以上のアニメーション制作能力がある、もしくは将来的に発展すると考えることができる。それにも関わらず、AIに
よる作品よりもスタジオジブリの作品を人は観たいと思うのはなぜか。なぜ人は大谷選手にひかれるのか。野球の技術だけ
ではなく、彼の野球に対する熱意や人としての謙虚さなどが多くの人を魅了しているのではないか。このような問い掛けがま
さに④に当たると考えた。

4. 求められる能力を向上するためにAIとどのように共存していくべきか。AIとの共存に向け、
      どのようなガイドラインを提案できるか。
　体験型学習と教育システムという二つの視点から、AIとの共存のための上記の能力向上について考え、まとめた。各項目
の右に括弧で示した数字は３で挙げた①～④の能力のうち何に期待できるかを示している。

体験型学習
I. 部活動（①、③、④）
　部の仲間たちと共に過ごすことでチームワーク、コミュニケーション能力、礼儀等を身につけることが期待できる。また、部
活動の中でも特にスポーツを通してその場に応じた臨機応変な問題解決能力を養うことができるのではないか。韓国にお

成　　果

ト ピ ッ ク 参　加　者
AIに代替されない人材とはどのような人材か？ 日本青年 ４名　

韓国青年 ４名
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いては、部活動が日本のように浸透しているわけではないが、韓国青年からもスポーツを通した身体的経験や問題解決能
力向上という提案があったため、互いの文化の良い部分を取り入れていこうということで、AIと共存するために必要な能力を
向上するための取組として採用することにした。

II. AI活用プログラム・職業体験（①、②、③、④）
　AIを活用した商品販売の職業体験を提案する。AIを活用した企画を考え、表現すること（②、④）、グループで作業すること
や商品販売時に接客すること（③）、コンフリクトが生じた場合の臨機応変に対応すること（①）で能力向上が期待できる。これ
に加え、AIを用いて商品販売の結果を分析することで、実践的にAI活用能力が身につくのではないかと考えた（②、④）。

III. 地域・国家間交流プログラム（③、④）
　異なる背景を持つ人々に出会い、多様な価値観を知ること、また、その人たちとどのようにコミュニケーションを取れば良
いか、自分をどう表現すれば良いかを学ぶことができる。

教育システム
IV. 学校におけるAIに関する教育(②)
　AIとの共存のためにはリテラシー教育が必要なのではないかという意見が韓国青年から出た。この背景には韓国で近年
問題視されているディープフェイクがあるようだ。また、AIのメカニズムを理解することの重要性も共有した。AIを活用できる
人材になるためには、AIに関するリテラシーやメカニズムの教育は欠かせないものであると考える。

V. 学習者中心教育（③、④）
　学習していく過程を重視し、自分と他者との間で答えを見つけていく教育を変えていくことで、コミュニケーション能力を身
につけ、自己を知り、いかに表現するかを学ぶことができる。
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　今回私たちのグループでは「AIが社会に与える影響」をテーマに、「AIに代替されない人材とはどのような人材な
のか」についてディスカッションを行った。このテーマの背景には、日韓両国のAI利用について調べる中で、日本で
はAI利用に関する政府のガイドラインを確認できず、AIの利用方法が個人や学校、企業にゆだねられている現状に気
付いたことにある。この状況を踏まえ、「日韓青年がAIに関しての現状、課題や問題点を認識し、AIとの共存に向け
たガイドラインを作成すること」をゴールに設定した。

　事前学習の際に私たちのグループでは日本語と韓国語の両方の言語でAI利用について調べたところ、日本では利
用が個々人に委ねられているようであること、そして国としてAIの利用を全面的に押し出しているわけではなさそう
だという印象を受けた。それに対して韓国に関する記事を見てみると、個々人に委ねられている部分もあるが、政府
による「AI教科書」の導入という動きが見られることに驚いた。

　実際にディスカッションを通し、日本より韓国の方がAIが社会により浸透していることを感じた。具体的なポイ
ントは２点ある。１点目はAIの問題点を話した際、日本においてはAIによる社会的な問題を実感したことはなかった
が、韓国ではAIの浸透・発展の裏でディープフェイクを始めとしたAIに関連する問題への認識が強まっているよう
に思われたことである。２点目として、AIに代替されない職業について考える際、プロファイラー（プロファイリン
グ）やデータポイズンなど、日本ではまだ一般的に広まっているわけではないAI関連用語が共通認識のように使われ
ていることに気が付いたことである。

　最後に、今回のディスカッションでは「AIとの共存」を前提に話を行った。AI利用によって生じ得る問題や課題の
対策について考える際、AIを生活から遠ざけることは簡単に思いつく策であるが、現代社会の状況を考慮し、生活か
らAIを排除することはできないと考えた。AIの存在を前提にしながら、AIが持つ問題点にどのように向き合うべきか
を議論したことは、非常に意義深い時間であったと思う。今回のディスカッションの成果が、日韓の青年たちの協力
と理解をさらに深め、ひいては両国がAIと共存する未来を築くための大きな一歩となることを願っている。（佐藤）

日本青年感想
佐藤　恭汰、深谷　光希、溝神　梨歩、渡邊　雪華


